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減損損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 29 年 4 月 26 日開催の取締役会において、平成 29 年 3 月期第 4 四半期（平成 29

年 1 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）で、固定資産の減損損失を計上する見込みとなりましたので、

平成 29年 2月 10日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 
 

記 
 
１．減損損失の計上について 

平成 29 年 3 月期第 4 四半期（平成 29 年 1 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）において、当社が保
有する一部の固定資産について、収益性の低下が見られたことから、「固定資産の減損に係る会
計基準」に基づき、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、1,573 百万円を特別損失と
して計上する見込みであります。 

 
２.業績予想修正について 

(1)平成 29 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 28 年 4月 1日～平成 29 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 20,200 833 920 530 29.10

今回修正予想(Ｂ) 19,172 869 969 △921 △50.60

増 減 額(Ｂ－Ａ) △1,027 37 49 △1,451 －

増 減 率（％） △5.1 4.5 5.4 － －

(ご参考)前期実績
(平成 28 年 3 月) 21,764 1,539 1,646 △864 △45.83

 
(2)修正の理由 

売上高につきましては、業績予想数値を下回る見込みであります。これは、来店客数の減少

に伴い、店舗売上高が減少したためであります。営業利益、経常利益につきましては、不採算

店舗の閉店に伴う店舗運営費用の減少や、全社的なコスト抑制を図ったことにより、計画を上

回る見込みであります。しかしながら、当期純利益につきましては、特別損失として上記の減

損損失の計上が見込まれることにより、前回予想を下回る見込みであります。 

 

以  上 


